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1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 147,841 △21.2 △181,000 ― △179,620 ― △182,161 ―
23年3月期第3四半期 187,545 △27.6 19,190 8.8 21,274 20.9 10,426 △34.2

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 △185,062百万円 （―％） 23年3月期第3四半期 9,138百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 △1,391.28 ―
23年3月期第3四半期 82.22 73.55

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第3四半期 910,203 93,323 10.2
23年3月期 1,079,164 173,590 14.7
（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  93,267百万円 23年3月期  158,410百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
24年3月期 ― 0.00 ―
24年3月期（予想） 0.00 0.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 193,000 △19.1 △192,700 ― △191,400 ― △195,400 ― △1,049.96



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  有  
除外 1社（アットローン株式会社） 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料５ページ「２．サマリー情報(その他)に関する事項(３)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する
四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信(添付資料)P 4「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 360,855,365 株 23年3月期 134,866,665 株
② 期末自己株式数 24年3月期3Q 8,030,628 株 23年3月期 8,050,726 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 130,930,866 株 23年3月期3Q 126,815,161 株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災の影響

により、景気全体としては総じて厳しい状況が続いたものの、各種の政策効果などを背景に穏やかに持

ち直しております。しかしながら、電力供給の制約や原子力災害の影響に加え、欧州の政府債務危機な

どを背景とした海外景気の下振れや為替レート・株価の変動等によっては、景気が下振れするリスクが

存在しております。 

消費者金融業界におきましても、利息返還請求は減少の兆しが見えているものの、上限金利規制や貸

金業者に対する総量規制の導入に伴う市場規模の縮小といった厳しい事業環境に直面し、業界各社は営

業貸付金残高の減少を余儀なくされており、経営環境は依然として厳しい状態が続いております。 

こうした環境の中、当社グループでは、前連結会計年度に断行したコスト構造改革ならびにグループ

経営資源の選択と集中による効率化によって整った新たな経営基盤をベースに、「質、量ともにナンバ

ー１のコンシューマーファイナンスカンパニーの実現」を目指し、本業である消費者金融事業を中心

に、営業力強化を主眼とした取り組みに注力し、同時に、今後の成長分野として期待される保証事業や

海外事業につきましても、積極的な営業展開及びコスト効率の追求に努めてまいりました。 

一方、財務基盤に対する大きな制約要因となっている利息返還請求については、平成22年６月の総量

規制の導入や、同年９月の同業大手による会社更生法適用申請による影響等についてもデータの分析が

進み、利息返還関連の引当金(利息返還損失引当金、及び貸倒引当金中の利息返還にかかる元本充当分

を含む。以下同じ。)について足下においてより精緻な見積りが可能となったこともあり、第２四半期

末において同引当金の大幅な積み増しを行いました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の当社グループの営業収益は、営業貸付金利息が前年同期に

比べ38,730百万円減少したことを主因に、147,841百万円(前年同期比21.2％減)となりました。他方、

上記のとおり第２四半期末において利息返還関連の引当金の大幅な積み増しを行ったことにより、前年

同期に比べ貸倒引当金繰入額が15,155百万円、利息返還損失引当金繰入額が161,468百万円それぞれ増

加し、営業費用は前年同期に比べ160,487百万円増加の328,842百万円(前年同期比95.3％増)となりまし

た。この結果、営業損失は181,000百万円(前年同期は営業利益19,190百万円)、経常損失は179,620百万

円(前年同期は経常利益21,274百万円)となりました。また、前年同期に比して事業再編損などの特別損

失が減少し、四半期純損失は182,161百万円(前年同期は四半期純利益10,426百万円)となりました。 

なお、上記の利息返還請求への大幅な積み増しにより毀損した当社の財務基盤を早急に改善させ、加

えて将来の成長戦略に向けた積極的な施策の推進を可能とするためには約1,200億円の資本増強が必要

であると判断し、平成23年12月26日に、株式会社三井住友フィナンシャルグループ(以下、「ＳＭＦ

Ｇ」）を割当先とする第三者割当増資を実施いたしました。本第三者割当増資の払込手続きが完了した

ことによって、株式会社三井住友銀行（以下、「ＳＭＢＣ」）に代わりＳＭＦＧが筆頭株主となりまし

た。今後につきましては、ＳＭＦＧグループ各社との協働の一層の推進やＳＭＢＣブランド及びＳＭＢ

Ｃの営業チャネル等の積極的な活用に加え、本第三者割当増資により強化された財務基盤を最大限活用

して当社のさらなる業容拡大を図り、他のＳＭＦＧグループ各社と併せ、コンシューマーファイナンス

事業におけるＳＭＦＧグループの地位をより強固なものとしてまいります。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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当第３四半期連結累計期間のセグメントの業績は、次のとおりであります。 

  

金融事業につきましては、前連結会計年度に有人店舗を全廃し、顧客管理機能を全国４つの「お客様

サービスセンター」に集約し、非対面を中心とした体制での営業を開始しており、当第３四半期連結累

計期間においては、センター運営のさらなる効率化及び高度化に向けた取り組みを推進してまいりまし

た。一方、新たな有人拠点として全国21ヶ所に設置している「お客様サービスプラザ」では、対面によ

るカウンセリングの拡充及び地域社会とのコミュニケーション強化を積極的に展開しており、新たなサ

ービス・価値の創造に努めてまいりました。 

これら新体制による営業展開に加えて、平成23年５月には、幅広い顧客ニーズに応えるべく、貸出下

限金利を6.3％に引き下げ、商品・サービスの拡充を図っております。また、同じく平成23年５月か

ら、イメージキャラクターに「カエル」を起用した新広告による訴求を開始しており、新規顧客獲得強

化はもとより、既存顧客のリテンション強化も含めた、集客力の向上にも注力してまいりました。 

当第３四半期連結累計期間における金融事業の業績につきましては、総量規制の影響等により営業貸

付金残高及び当該利息収入の減少を余儀なくされた結果、営業収益は前年同期に比べ37,264百万円減少

し105,420百万円(前年同期比26.1％減)となりました。一方で、営業費用につきましては、前連結会計

年度に実施したコスト構造改革により、人件費等の営業費用を削減したものの、第２四半期末において

利息返還関連の引当金の大幅な積み増しを行った結果、貸倒引当金繰入額及び利息返還損失引当金繰入

額が前年同期に比べ大幅に増加したため、営業費用は前年同期に比べ162,231百万円増加の294,750百万

円(前年同期比122.4％増)となり、結果として、営業損失は189,987百万円(前年同期は営業利益10,217

百万円)となりました。 

  

保証事業につきましては、ＳＭＢＣと共同で展開する個人向け無担保ローン事業（カスケード事業）

が堅調に推移し収益に貢献したほか、地域金融機関への積極的な営業展開により、平成23年４月には株

式会社南日本銀行及びＳＭＦＧのグループ会社であるオリックス・クレジット株式会社と新たに提携を

開始したことに加えて、平成23年10月には九州幸銀信用組合と新たに提携を開始したことにより、当社

の保証業務提携先は182社となり、提携先数・保証残高共に順調に業容を拡大してまいりました。 

当第３四半期連結累計期間における業績につきましては、営業収益が前年同期に比べ1,091百万円増

加の26,141百万円(前年同期比4.4％増)となり、また、営業費用につきましては、貸倒引当金繰入額が

前年同期に比して減少したことに加え、販売管理コストについても、三洋信販株式会社ならびにアット

ローン株式会社との合併により業務効率化を推進した結果、営業利益は前年同期に比べ978百万円増加

の13,103百万円(前年同期比8.1％増)となりました。 

  

サービサー事業につきましては、前連結会計年度に引き続き、中小企業金融円滑化法の影響を受け、

金融機関による不良債権の売却処理が低調に推移した結果、サービサー市場全体として厳しい事業環境

が継続しております。こうした環境の中、当該事業を営むアビリオ債権回収株式会社においては、過去

の回収実績を適切且つ弾力的にプライシングに反映させることで債権買取強化を図りつつ、加えて、回

収業務のさらなる効率化に向けた取り組みを推進してまいりました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間における営業収益は、前年同期に比べ645百万円減少の8,222百

万円(前年同期比7.3％減)と減収を余儀なくされており、また、業務効率化による販売管理コストの圧

縮に努めたものの、営業利益につきましては前年同期に比べ692百万円減少の3,475百万円(前年同期比

16.6％減)となりました。 

①金融事業

②保証事業

③サービサー事業
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海外事業につきましては、平成22年７月に事業をスタートした中国・深センに続き、平成23年５月に

は、同・瀋陽においても小額貸付会社として営業を開始するなど、中国本土での事業拡大に向けた取り

組みを着実に推進してまいりました。また、その他の既存子会社についても、さらなる収益力の強化に

向けた取り組みに注力しており、香港現地法人をはじめ堅調な推移を見せております。 

当第３四半期連結累計期間における海外事業の業績につきましては、現地通貨ベースでは総じて順調

であったものの、円高による為替換算レートの影響から、営業収益は前年同期に比べて117百万円減少

の7,098百万円(前年同期比1.6％減)となりましたが、貸倒引当金繰入額が前年同期に比べて減少したこ

とに加え、販売管理コストの圧縮に努めた結果、営業利益は前年同期に比べ381百万円増加の3,476百万

円(前年同期比12.3％増)となりました。 

  

当社グループでは、これまで培った経営資源やノウハウを活用し、金融業向けシステム開発事業等に

取り組んでおりますが、金融周辺事業やその他事業については、消費者金融事業への経営資源の集中を

目的として、前連結会計年度より、事業の集約化や再編を推進してまいりました。この結果、当第３四

半期連結累計期間における営業収益は前年同期に比べ2,935百万円減少の714百万円(前年同期比80.4％

減)、営業利益は前年同期に比べ376百万円減少の217百万円(前年同期比63.5％減)となりました。 

  
(注) 上記の営業収益は、各セグメント間の内部取引高相殺消去後の数値であります。 

  

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて168,961百万円減少し

て、910,203百万円となりました。これは、現金及び預金が14,788百万円、営業貸付金が105,953百万

円、短期貸付金が32,987百万円それぞれ減少したことなどによります。 

負債は、前連結会計年度末に比べて88,694百万円減少して816,879百万円となりました。これは、利

息返還損失引当金残高が94,696百万円増加したものの、営業貸付金残高の減少に伴う有利子負債残高が

157,896百万円、その他の引当金が7,275百万円それぞれ減少したことなどによります。 

純資産は、前連結会計年度末に比べて80,267百万円減少して93,323百万円となりました。これは、第

三者割当増資により資本金が59,999百万円、資本剰余金が59,999百万円それぞれ増加したものの、当第

３四半期連結累計期間の業績が182,161百万円の四半期純損失となり利益剰余金が減少したこと、少数

株主持分が15,137百万円減少したことなどによります。 

  

当連結会計年度の通期連結業績予想につきましては、平成23年９月30日に公表いたしましたとおり、

連結営業収益193,000百万円、連結営業損失192,700百万円、連結経常損失191,400百万円、連結当期純

損失195,400百万円を見込んでおります。 

  

④海外事業

⑤その他

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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前連結会計年度末において当社の連結子会社であったアットローン株式会社は、平成23年４月１日付

けで当社を存続会社とした吸収合併を行ったことに伴い消滅いたしました。  

  

  

該当事項はありません。 

  

  

会計上の見積りの変更 

顧客等から利息制限法の上限金利を超過して支払った利息の返還請求があるが、和解に至っていない

もの及び過去の返還実績を踏まえ、かつ最近の返還状況を考慮し返還見込額を合理的に見積もって、利

息返還損失引当金及び利息返還金のうち営業貸付金に充当される見積返還額を貸倒引当金(以下、利息

返還に関連する引当金)として計上しておりました。 

当第３四半期連結累計期間においては、平成22年６月の貸金業法完全施行による総量規制の導入や同

年９月の同業大手による会社更生法適用申請による影響等についてもデータの分析が進み、足下におい

てより精緻な利息返還に関連する引当金の見積りが可能となり、その結果、利息返還に関連する引当金

の追加繰入を行いました。 

これにより、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失がそれぞれ201,400百万円増加して

おります。 

  

  

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 175,416 160,627

受取手形及び売掛金 24 27

営業貸付金 879,597 773,643

買取債権 24,743 26,078

短期貸付金 32,987 －

求償債権 27,591 21,825

その他 57,904 53,851

貸倒引当金 △175,315 △169,768

流動資産合計 1,022,947 866,285

固定資産

有形固定資産 18,436 9,203

無形固定資産 5,403 3,872

投資その他の資産

投資有価証券 23,732 23,281

その他 8,774 7,625

貸倒引当金 △129 △66

投資その他の資産合計 32,376 30,840

固定資産合計 56,216 43,917

資産合計 1,079,164 910,203
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

短期借入金 72,416 80,541

1年内償還予定の社債 59,300 111,891

1年内返済予定の長期借入金 150,952 115,283

1年内支払予定の債権流動化債務 35,463 28,249

未払法人税等 1,678 1,519

債務保証損失引当金 12,680 10,974

利息返還損失引当金 49,901 106,900

その他の引当金 9,339 616

その他 32,248 17,264

流動負債合計 423,980 473,238

固定負債

社債 146,372 70,197

転換社債型新株予約権付社債 42,000 －

長期借入金 144,321 105,726

債権流動化債務 34,958 15,999

利息返還損失引当金 107,202 144,900

その他の引当金 5,015 6,463

その他 1,722 354

固定負債合計 481,593 343,640

負債合計 905,573 816,879

純資産の部

株主資本

資本金 80,737 140,737

資本剰余金 127,326 154,889

利益剰余金 15,670 △134,251

自己株式 △57,419 △57,270

株主資本合計 166,316 104,105

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 47 △1,127

為替換算調整勘定 △7,953 △9,709

その他の包括利益累計額合計 △7,905 △10,837

新株予約権 42 56

少数株主持分 15,137 －

純資産合計 173,590 93,323

負債純資産合計 1,079,164 910,203
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第３四半期連結累計期間

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年12月31日)

営業収益

営業貸付金利息 143,059 104,329

その他の金融収益 90 94

商品売上高 1,904 231

その他の営業収益 42,489 43,187

営業収益合計 187,545 147,841

営業費用

金融費用 11,958 10,130

商品売上原価 308 187

その他の営業費用

貸倒引当金繰入額 56,196 71,352

利息返還損失引当金繰入額 32,386 193,854

その他 67,504 53,317

その他の営業費用計 156,087 318,524

営業費用合計 168,354 328,842

営業利益又は営業損失（△） 19,190 △181,000

営業外収益

受取利息 81 55

受取配当金 160 281

持分法による投資利益 2,089 1,838

その他 595 301

営業外収益合計 2,928 2,477

営業外費用

支払利息 572 671

為替差損 － 241

その他 271 183

営業外費用合計 844 1,096

経常利益又は経常損失（△） 21,274 △179,620

特別利益

固定資産売却益 12 2,533

負ののれん発生益 － 1,085

その他 2,100 454

特別利益合計 2,113 4,073

特別損失

固定資産売却損 45 1,851

その他 9,338 1,690

特別損失合計 9,383 3,541

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

14,004 △179,088

法人税、住民税及び事業税 2,302 2,293

法人税等調整額 118 779

法人税等合計 2,420 3,072

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益調
整前四半期純損失（△）

11,583 △182,161

少数株主利益 1,156 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） 10,426 △182,161
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四半期連結包括利益計算書
第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益調
整前四半期純損失（△）

11,583 △182,161

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △33 △1,171

為替換算調整勘定 △2,411 △1,709

持分法適用会社に対する持分相当額 － △20

その他の包括利益合計 △2,445 △2,901

四半期包括利益 9,138 △185,062

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,981 △185,062

少数株主に係る四半期包括利益 1,156 －
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該当事項はありません。  

  

  

当社は、平成23年６月24日開催の定時株主総会決議に基づき、欠損をてん補するため、資本準備金

75,035百万円をその他資本剰余金に振り替え、当該その他資本剰余金の一部である32,303百万円を繰越

利益剰余金に振り替えるとともに、利益準備金12,263百万円及び別途積立金46,700百万円を繰越利益剰

余金に振り替えております。これにより、その他資本剰余金が42,732百万円、繰越利益剰余金が91,267

百万円それぞれ増加し、資本準備金が75,035百万円、利益準備金が12,263百万円、別途積立金が46,700

百万円それぞれ減少しております。 

また、当社は、平成23年12月26日付で株式会社三井住友フィナンシャルグループより第三者割当増資

の払込みを受けました。この結果、資本金が59,999百万円、資本剰余金が59,999百万円それぞれ増加し

ております。 

なお、当第３四半期連結累計期間において利息返還関連引当金の大幅な積み増しを行い、四半期純損

失を計上しました結果、利益剰余金は182,161百万円減少しております。 

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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(注) 「その他の金融収益」は、預金利息、貸付金利息(「営業貸付金利息」を除く)などであります。 

  

  

 
(注) １  顧客数は顧客別に名寄せした債務者数で、当社及び連結子会社毎の顧客数の合計を記載しております。 

２  自動契約機台数は、総設置台数であります。 

３  従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出

向者を含む就業人員数であります。 

  

  

４．補足情報

(１) 営業収益の内訳

項    目

前第３四半期
連結累計期間

当第３四半期
連結累計期間

前連結会計年度

自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日

自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日

自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

  営 業 貸 付 金 利 息 143,059 76.3 104,329 70.6 180,422 75.7

  そ の 他 の 金 融 収 益 90 0.0 94 0.1 126 0.1

  商 品 売 上 高 1,904 1.0 231 0.1 1,988 0.8

  そ の 他 の 営 業 収 益 42,489 22.7 43,187 29.2 55,889 23.4

償 却 債 権 取 立 益 5,299 2.8 6,704 4.5 6,767 2.8

買 取 債 権 回 収 高 9,825 5.3 9,331 6.3 13,111 5.5

信 用 保 証 収 益 23,443 12.5 24,423 16.5 31,228 13.1

そ の 他 3,920 2.1 2,727 1.9 4,781 2.0

営 業 収 益 合 計 187,545 100.0 147,841 100.0 238,427 100.0

(２) その他の指標

項    目

前第３四半期
連結会計期間末

当第３四半期
連結会計期間末

前連結会計年度末

（平成22年12月31日） （平成23年12月31日） （平成23年３月31日）

 営業貸付金残高 (百万円) 948,407 773,643 879,597

無担保ローン 939,675 767,351 871,272

有担保ローン 8,732 6,292 8,324

 顧客数 (人) 2,005,969 1,684,956 1,894,925

無担保ローン 2,003,391 1,682,868 1,892,471

有担保ローン 2,578 2,088 2,454

 店舗数 (店) 1,336 1,239 1,265

有人店舗 48 45 49

自動契約店舗(無人) 1,288 1,194 1,216

 自動契約機台数 (台) 1,335 1,237 1,258

 現金自動設備 (台) 1,328 1,232 1,256

 従業員数    (人) 2,929 2,670 2,773
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